
会計 現計予算額 今回補正額 補正後の額 前年同期比

一般会計 28,086,139 7,582,000 35,668,139 60.99%

特別会計 8,501,404 0 8,501,404 ▲0.05% 土地、臨海、国保、後期、介護

企業会計 10,650,858 4,250,000 14,900,858 65.28% 水道、下水道、病院

合計 47,238,401 11,832,000 59,070,401 48.88%

令和5年度3月補正予算（令和6年3月専決①）の概要（震災関連）

■専決処分日

令和6年3月28日

■主な歳出予算（一般会計） ■公営企業会計予算

１）災害廃棄物処理【4,200,000千円】 １）特別損失、災害復旧（応急復旧等）

２）水道事業、下水道事業会計費【250,000千円】    ①水道（3,150,000千円）
水道料金及び下水道使用料免除分（1月使用分・2月使用分）の補塡等 災害時相互応援協定に基づく応急復旧等

３）個人設置型浄化槽災害復旧費補助【83,400千円】 ②下水道（1,100,000千円）

４）公共施設災害復旧【3,048,600千円】
庁舎等、学校、児童福祉施設、消防施設、体育施設等（単独災害復旧）

■市税、使用料等の減免（一般会計）

減免規模350,000千円
損害程度等に応じた市税等の減免、ケーブルテレビ使用料、住宅使用料等の減免

減収分については歳入欠かん債（地方債）を発行し補塡

■財源

国庫支出金、県支出金、地方債、繰入金（財政調整基金）ほか

ポイント

【予算規模】 （単位：千円）

【債務負担行為の設定】
①震災復旧復興推進事業（150,000千円）（R6～R8）
中長期派遣職員等受入れのための仮設事務所の整備

②農業用施設災害復旧（100,000千円）（R6）
【予算の繰越し】
繰越明許費 11,148,241千円（19件）

①災害救助費、②災害弔慰金、③災害援護資金貸付、
④個人設置型浄化槽災害復旧費補助、⑤災害廃棄物処理、
⑥災害復旧（単独災害）


	スライド 4: 令和5年度3月補正予算（令和6年3月専決①）の概要（震災関連）

